
 

 

 

 

 

 

 

令 和 ３年 度 大 口 町 南 地 域 自 治 組 織 定 期 総 会  
 

4 月 1 7 日 （ 土 ） に 予 定 し て お り ま し た 「 令 和 ３ 年 度 大 口 町 南 地 域 自 治 組

織 定 期 総 会 」は 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の 観 点 か ら 、集 会 に よ る

方 法 か ら 書 面 に よ り 確 認 す る 方 法 に 変 更 し て 行 い ま し た 。  

そ の 結 果 、提 出 し ま し た 議 案 に つ い て は 、書 面 に よ る 議 決 に よ り す べ て 承

認 を 受 け ま し た 。  

 

【 承 認 を 受 け た 議 案 】  

議 案 第 １ 号  令 和 ３ 年 度 大 口 町 南 地 域 自 治 組 織 事 業 計 画 （ 案 ） に つ い て  

議 案 第 ２ 号  令 和 ３ 年 度 大 口 町 南 地 域 自 治 組 織 予 算 （ 案 ） に つ い て  

議 案 第 ３ 号  大 口 町 南 地 域 自 治 組 織 規 約 の 一 部 改 正 に つ い て  

議 案 第 ４ 号  大 口 町 南 地 域 自 治 組 織 役 員 （ 案 ） の 承 認 に つ い て  

 

令 和 ３ 年 度 新 役 員 を 紹 介 し ま す                    
■ 会  長  ( 大 屋 敷 ) 前 田  利 寛               

■ 副 会 長  ( 秋 田 )  加 藤  憲 司  

■ 会  計  ( 豊 田 )  社 本  元 治   

■ 理  事   

 （ 秋 田 ） 真 鍋 秀 紀 ・ 加 藤 憲 司 ・ 鈴 木 し づ 江 ・ 佐 竹 一 昇 ・ 佐 藤 洋 治     

 （ 豊 田 ） 社 本 盛 治 ・ 吉 村 定 夫 ・ 大 森 明 輝 ・ 社 本 元 治 ・ 松 岡 兵 一   

（ 大 屋 敷 ）丹 羽 隆 之・宮 地 淸 敬・丹 羽 金 義 ・前 田 利 寛・大 西  昇  

■ 監  事  ( 秋 田 ) 藤 井  勇 ・ ( 豊 田 ) 江 口 勇 雄 ・（ 大 屋 敷 ） 伊 與 田 泰 司  

令 和 ３ 年 度 事 業 計 画   

  ・ 地 域 の 課 題 解 決 事 業 ( 随 時 )  

  ・ 事 業 部 会 の 開 催 ( 随 時 )  

  ・ 青 色 防 犯 パ ト ロ ー ル 、 見 守 り 活 動 ( 毎 週 実 施 )  

  ・ 作 品 ( 標 語 等 ) 募 集 ( 8 月 )  

  ・ 地 域 交 流 イ ベ ン ト ( 1 0 月 )  

・ 認 知 症 勉 強 会 ( 年 1 回 )  

  ・ 徘 徊 高 齢 者 捜 索 模 擬 訓 練 ( 年 1 回 )  

    ・ ま ち づ く り か わ ら 版 の 発 行 ( 月 1 回 )  

  ・「 南 地 域 の た か ら も の 」 冊 子 の 発 行  

   ・ 防 犯 ・ 交 通 安 全 活 動 （ 危 険 個 所 の 把 握 、 看 板 等 の 設 置 ・ 更 新 ） 

南地域まちづくり かわら版  

第 ９ ５ 号  



 

       令 和 2 年 度 決 算 報 告   
【 収 入 決 算 額 】               1 , 5 9 4 , 7 6 3 円  

＊ 主 な 収 入    町 か ら の 委 託 料       1 , 3 5 8 , 7 3 5 円  

        前 年 度 繰 越 額 等       2 3 6 , 0 2 8 円  

【 支 出 決 算 額 】               1 , 2 4 4 , 7 0 5 円  

＊ 主 な 支 出    役 員 等 活 動 費         3 9 9 , 0 0 0 円  

        事 務 用 品 、 啓 発 物 品      1 7 6 , 2 5 7 円  

        材 料 費 、 燃 料 費 等      2 3 2 , 8 0 0 円  

        防 犯 マ ッ プ 作 製 、 看 板 等  3 3 1 , 3 8 5 円  

        通 信 費 等         1 0 5 , 2 6 3 円  

 

南 地 域 の た か ら も の vo l . 43   

～ 大 御 堂 集 会 所 前 で 見 守 る 観 音 さ ま ～                

 大 御 堂 集 会 所 の 前 に 祠 が 建 っ て い ま す 。 こ の

祠 に は 馬 頭 観 音 が 祀 ら れ て い ま す 。 こ の 観 音 さ

ま は 、 元 々 も う 少 し 西 の 方 に い た そ う で す が 、

現 在 の 場 所 へ 移 っ て き た そ う で す 。  

 馬 頭 観 音 の 裏 側 に は 、「 丹 羽 郡 大 屋 敷 村 大 御 堂  

惣 若 者 」「 寛 政 六 年 甲
かのえ

寅
と ら

十 一 月 十 八 日 」と 書 か れ

て い ま す の で 、寛 政 ６ 年（ １ ７ ９ ４ ）に 村 の 若 者

た ち（ ち ょ っ と 昔 で い う 青 年 会 の よ う な も の ）に

よ っ て 建 て ら れ た こ と が わ か り ま す 。 実 際   馬 頭 観 音 （ 大 屋 敷 ）  

に 大 御 堂 で は 昭 和 ３ ０ 年 代 の 初 め 頃 ま で 、 毎 年 ７ 月 に 青 年 会 が 道 の 両

側 に ロ ウ ソ ク を 献 灯 す る 「 観 音 祭 り 」 を 行 っ て い た そ う で す 。  

 約 １ ６ ０ 年 間 、 若 者 た ち に よ っ て 続 け ら れ て き た お 祭 り は 、 今 で は

見 ら れ な く な っ て し ま い ま し た が 、 大 御 堂 の 中 心 に あ た る 場 所 で 、 ２

０ ０ 年 以 上 も こ の 観 音 さ ま は 私 た ち を 見 守 り 続 け て い ま す 。  

 

 
🔶 事 務 所 整 備 に 伴 い 事 務 員 を 募 集 し ま す ！            

 ・ 仕 事 内 容  電 話 、 来 客 応 対 、 資 料 の 作 成 な ど  

 ・ 募 集 人 員  1 名   【 年 齢 ・ 性 別 は 問 い ま せ ん 】                                  

 ・ 応 募 資 格  ワ ー ド 、 エ ク セ ル 等 の 操 作 が で き る こ と    

 ・ 時 給    9 2 7 円                                  

 ・ 勤 務 日 時  週 4 日 （ 1 日 3 時 間 程 度 ） 9 ： 0 0 ～ 1 2 ： 0 0  

       ＊ 月 1 回 程 度 夜 間 の 会 議 が あ り ま す 。        

       ＊ 土 曜 日 ま た は 日 曜 日 出 勤 の 場 合 も あ り ま す 。  

 ・ 雇 用 期 間  採 用 時 ～ 令 和 4 年 3 月 3 1 日 【 長 期 歓 迎 】  

 ・ 勤 務 場 所  【 南 地 域 自 治 組 織 事 務 所 】                    

       大 口 町 秋 田 三 丁 目 3 9 7 番 地                
 ・ 応 募 締 切  令 和 3 年 ６ 月 ７ 日 （ 月 ）                   

 ・ 応 募 及 び   〒 4 8 0 - 0 1 4 4 大 口 町 下 小 口 七 丁 目 1 5 5 番 地  

  問 合 せ 先  大 口 町 役 場  地 域 協 働 課 南 自 治 組 織 担 当     

        【 松 永 ・ 村 田 】   ℡ 9 5 - 1 6 9 1             

発 行 者  大 口 町 南 地 域 自 治 組 織   協 力  大 口 町 地 域 協 働 課 （ ☎ 9 5 - 1 6 9 1 ）  


